
 

 
2026年１月14日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 サ ー バ ー ワ ー ク ス 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 大 石  良  

（コード番号：4434 東証スタンダード市場） 

問合わせ先 執 行 役 員    大川 敏昭 

TEL. 03-5579-8029 

 

 

主要株主の異動（予定）および公開買い付けに準ずる行為として 

政令で定める買い集め行為に関するお知らせ 

 

当社は、本日、下記のとおり当社の主要株主に異動が生じる予定である旨の報告を受けましたので、お知ら

せいたします。当該異動の原因である本株式取得は、議決権ベースで５％以上の取得となり、金融商品取引法

第 167 条第１項及び同法施行令第 31 条に規定する「公開買付けに準ずる行為として政令で定める買い集め行

為」に該当するためお知らせいたします。 

なお、本資料は、当社による有価証券上場規程に基づく開示であるとともに、株式会社ＢＳアセットマネジ

メント（株式取得者）が当社（買集め行為の対象会社）に行った要請に基づき、金融商品取引法施行令第 30 

条第１項第４号に基づいて行う公表を兼ねております。 

 

記 

１．異動が生じる経緯 

当社主要株主である筆頭株主大石 良（当社代表取締役社長）より、2026 年１月14日付けにて、大石

氏が保有する株式の一部を大石氏の資産管理会社である株式会社ＢＳアセットマネジメントへ譲渡する

予定である旨の報告を受けたことによるものです。当該株式譲渡により、2026 年１月19日をもって、株

式会社ＢＳアセットマネジメントが当社の主要株主になる予定です。 

２．異動する株主の概要 

新たに主要株主となる株主の概要 

（１） 名称 株式会社ＢＳアセットマネジメント 

（２） 所在地 東京都文京区音羽１丁目８番３号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 大石 夫佐代 

（４） 事業内容 
有価証券の投資、売買、保有及び運用 

ベンチャービジネスに対する投資及びその育成、研修、セミナーの

実施並びに独立支援 

IT（情報技術）事業の開発、構築及びコンサルティング支援 

ソフトウェアの企画、開発及びコンサルティング業務 他 

（５） 資本金 200万円 

 



 

３．異動前後における当該株主の所有する議決権の数（所有株式数）及び総株主の議決権の数に対する割合 

株式会社ＢＳアセットマネジメント 

 議決権の数 

（所有株式数） 

総株主の議決権の数に 

対する割合 
大株主順位 

異動前 

（2025年12月31日現在） 

7,700個 

（770,000株） 
10.00％ 第３位 

異動後 
12,700個 

（1,270,000株） 
16.49％ 第２位 

（注）１．2025年12月31日現在の発行済株式総数7,923,221株 

２．議決権所有割合は、2025年12月31日現在の総議決権数77,005個（自己株式分222,667株を除く） 

    に基づき算出しています。なお、同割合は、小数点以下第三位を四捨五入しております。 

３．大株主順位は2025年８月31日現在の株主名簿を基準として当社が推定したものを記載しておりま 

    す。  

４．今後の見通し 

株式会社ＢＳアセットマネジメントは、安定株主として長期保有する予定である旨の報告を受けており

ます。また、この異動による当社の経営体制及び業績に与える特筆すべき事項はございません。 

以上 

 



 

(別添) 

2026年１月14日 

各 位 

会 社 名 株式会社ＢＳアセットマネジメント 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 大石 夫佐代  

 

株式の取得（予定）に関するお知らせ 

当社は、下記のとおり2026年１月19日付けで、株式会社サーバーワークスの株式を、同社株主であ

る大石 良氏より取得することについて合意いたしました。 

なお、本件取得は、金融商品取引法第167条第１項および同法施行令第31条に規定する「公開買付け

に準ずる行為として政令で定める買集め行為」に該当いたしますので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

 

記 

取得に関する事項の内容 

１． 銘柄コード 4434 

２． 銘柄名 株式会社サーバーワークス 

３． 買付日（予定日） 2026年１月19日 

４． 取得株式数 500,000株 

５． 総株主の議決権の数に対する割合 6.49％ 

 

以上 
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